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ホプキンズの「‾地獄の黙想」と晩年のソネット群

大　野 隆

１

G. M. ホプキンズは，自身の『霊的著作』の中の「地獄の黙想」で，イグナチウス・口

ヨラの『霊操』に部分的で私的な注釈をつけた1．彼の『霊的著作』には「地獄の黙想」

についての注釈が二編収められている。ひとつは1879 年12 月から1882 年８月の間に，

ボーモントロッジでの長い黙想などを通して書かれた2．それは『霊操』第一週の第一霊

操から第五霊操「地獄の黙想」までの網羅的注釈である。もうひとつは1882 年にカンバー

ランドで四旬節の務めとして行なった第五霊操「地獄の黙想」についての断片的注釈だ。

彼のふたつの「地獄の黙想」は，イグナチオの霊操の流儀に従って書かれている。「地

獄の黙想」とホプキンズ晩年のソネット群との関連については，すでに指摘かおり，晩年

のソネット群のひとつに，『霊操』の特徴を見る研究もある3． ホプキンズは, 1879 年か

ら1880 年代の前半に「地獄の黙想」を二度書いた後, 1888 年の黙想会でのメモの中で

も次のように書いた。「今はしているのだが，黙想会の時や，またやるぞ，という時以外

は，黙想をするのをあきらめるようになった。］と4．この箇所は，彼がいかに日常的に黙

想を実践していたかを，逆に示している。

「地獄の黙想」をしたおよそ５年後の1885 年９月の手紙では，この頃書いた５篇かそ

れ以上のソネットの内，４篇が「招かれざる霊感のように，私の意志に反してやってきた」

とホプキンズは述べた5．これらのソネット群は，前述の1888 年の手紙から判断すると，

断続的ではあるが霊操の流儀で黙想をしていた時期のものである。このことからホプキン

ズ晩年のソネット群が霊操，とりわけその中の「地獄の黙想」に関係かおることは，十分

推察できる。本稿では，ノーマン・Ｈ・マッケンジーがこの「招かれざる霊感のようにやっ

てきた」４篇のソネットの内のひとつであると見る‘l wake and feel' を扱う6．またホプ

キンズ晩年のソネットの内，ふたつの「地獄の黙想」とほぼ同じ1885 年に初稿が書かれ

た てCarrion Comfort)', さらに執筆時期は不明だがこの時期のものとされる‘My own

heart' なども取り上げる7．そしてホプキンズの「地獄の黙想」と「招かれざる霊感」に

よって書かれた晩年のソネット群との内容的関係を探りたい。
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1879 年から1882 年の内に書いた最初の「地獄の黙想」で，ホプキンズはアビラの聖

テレジアの名前を挙げ，この修道女が見た幻について言及した8．彼は，テレジアについ

て『日誌』にも一度触れているが，内容はともに彼女の見た地獄の幻についてである9．

テレジアの幻では，地獄の中では，

魂が絶えず体から引き裂かれるかのようだ，と言っても，ほとんど何も言わぬに等

しい。というのは，それはひとつの命が，他の命に奪われるという意味だからだ。な

ぜなら，この場合，魂自身をばらばらに引き裂くのは，魂それ自身であるからだ。　・・・

それは最も嘆かわしい拷問や苦痛よりももっとひどいものだ。私には何者がそれらを

引き起こしたかはわがらなかったが・・・それとともに手足が切り離されていたかの

ように当時感じたし，今も思うのである。（『自叙伝』第32 巻）10

アビラのテレジアの幻で は，地獄で 肉体は引 きちぎられる。彼女 は，彼女 自身を引 き裂

く力 の強さを強調 した。 しかもその破壊力は， 自分 の魂 自身 から来 る11。

ホプ キンズの「地獄 の黙想」で も，最後 の審判を受 ける前 に，死者は霊魂 と身体 とが引

き裂 かれ，死者 の魂 は自分 がま とう苦悩 の火で焼か れ，ば らばらにな る。一方，精神 は破

壊 されない ままで残 り， 苦し む12． そこで は， 地獄 の魂につ いて，「彼らの罪 はひと たび

味わわれると苦味 そのものだが，今度 はもっと苦い味 がし，彼 ら自身以外 のどんな虫 も彼

らを かしらない］（“…their sins are the bitterness tasted once, now taste more bitter,

no worm but themselves gnaws t ｈｅｍ‥グ3） と述 べられ る。 また他 の箇 所で も「 その

とき自責の念を持つあ らゆる罪のため，また自責 の念という拷問とその拷 問の火によって，

われわれは われわれ自身 の苦し め手な のであ る］（“we are our tormentors,  for every sin

we then shall have remorse 皿d with remorse torment and the torment fire ”14） と

も述 べられる。

1885 年 の ものとさ れる‘Spelt from Sibyl's Leaves' で描 かれた善 と悪 と が真 っ二つ

に分 かれた終末 の世界 の隠喩－ 「拷 問台（ａ rack) ］ の描写 の中に も，「自己」 は「自己に

苦しめられ， 自己 に縛られ， 鞘 もなく避 難所 もない想念 と ／想念 とがぶつかり　うめ き声

を立てて軋 る拷 問台］（“ａ rack/ Where,  selfwrung,  selfstrung,  sheathe- and shelterless,

thoughts/ against thoughts in groans grind ”） と い う 表 現 で 描 か れ る。「想 念 」

(thoughts) は，「自己によ って苦しめ られ」(self  wrung), 「自己によって縛ら れ」(self-

strung) てい る。 人 間の主観 「想念」 が， ここ では地獄 の魂 の類比物 として， それ 自身

を苦 しめるものとして描 かれる。

ソネットl wake and feel' で も，語り手 の「 自己」15 (self) は， ムチ（“scourge ”） と

して表現さ れる。 ホプ キンズにおいて も地獄 の魂 とは，彼 らの「自己」 がムチと化 し， 自

らを苦 しめ る者 とな るはず のものだ。
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同じ頃に書かれたソネットMy own heart' の冒頭部分も，精神（mind ）の描写が受

動的に「苦しめられる」（tｏrｍｅｎted）ものと能動的に「苦しめる」(tormenting) もの

とに分けて描かれる。

My own heart let me more have pity ｏｎ; let

Me live to my sad self hereafter kind,

Charitable; not live this tormented mind

With this tormented mind tormenting yet.

私自身の心が｡私にもっと憐れみをかけさせ一

今後　自分の悲しい自己に親切に，慈悲深く生きることを

させてくれたら。この苦しむ精神が

この苦しむ精神によって

なおも苦悩を与え　生きることがないようにしてくれたら。

にもかかわらずこの両者は別物ではなく, with で繋げられている。ここでも，実は苦し

めるものが苦しめられるものである。

ソネットMy own heart' では，さらに矛盾存在としての自己が描かれる。

l cast for comfort ｌ can no more get

By groping round my comfortless. than blind

Eyes in their dark can day or thirst can find

Thirst's all-in-all in all a world of wet.

私はもはや得ることのできない慰めを搜す

私の慰めのない世界を手探りすることによって。盲目の

眼が闇の中で昼を見いだせず　また渇きが全く湿った世界の中で

渇きの最愛のものを見いだせないのと同じように。

「慰めを搜す」（ｌ cast for ｃｏｍｆｏrt） という語 り手 の行為に対 し， その慰 めは「 わた しが

得るこ とがもはやで きな い」（ｌ can no more ｇｄ ） と断定 される。「慰 めのない」（ｃｏｍ-

fortless) と決 まった世界 「を手 探りする」(groping r ｏｕnd ）という語り手 の矛盾 は明ら

かだ。 さらに盲人 が闇 の中に昼を求め たり，一面濡 れた水 の世界 に渇きを満たす ものが見

出せない とい う喩え も矛盾を描 く。矛盾存在 とは，地獄 の魂 の姿であ るが，こ のソネット

は語 り手 自身 にもあては まる。
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ホプキンズの1873 年９月の『日誌』にも，アビラのテレジアヘの言及がある16．

私はその夜悪夢を見た。何者なのかわからないが，私の上に跳び乗り，私にとても

しっかりと抱きついたと思った。私か思うに，このことで私は目を覚ました。それで

この後，理性が使えたのだろう・・・この何者かが胸につかまり，それ以上，何もし

なかった。それで私は話すことができた，最初は小声で，それから前より大声で，で

ある。　・・・私はその他のところでは，すべての筋肉の緊張を失っていた。　・・・そ

の感じはおそろしいものだ。もはや神経や筋肉内部の力では，ひとかけらも動くこと

はなく，その体はめり込み，死んだ重いもののように，胸にすがりついた。　・・・そ

れによって私は，これこそが地獄の霊魂が彼らの肉体に幽閉されている有様だと思う

ようになった。そして聖テレジアが彼女の見た幻の中で彼女自身がいると感じた「壁

の小さな押し型／ について言うことを思い起させた。

この『日誌』で夢魔は詩人の胸に乗る。金縛りにあった詩人は，手足を動かすことがで

きなかったがその感覚は，「怖ろしい」(terrible) もの， と述べられた。この夢魔は，

1885 年のソネットCarrion Ｃｏｍｆｏrt冂こ登場する怪物に酷似する。それは

But ah, but Ｏ thou terrible, why wouldst thou rude on me

Thy wring-world right foot r ｏｃｋ?

だが　ああ， だがなんと恐ろしい者よ，なぜおまえは

世を苦しめるおまえの右の足を

私の上で荒々しく揺すろうとしたのだ？

と謳われた18．

また, 1873 年の夢魔体験で，ホプキンズは夜に「私か思うにこのことで私は目を覚ま

した」（This l think woke ｍｅ）とも述べた。 ソヽネットl wake and feel' の冒頭でも語

り手は，

l wake and feel the fell of dark, not day

私か目覚めて，感じるのは闇の獣皮であり，昼ではない。

と，自分が「目覚める」ところから始める。それは睡眠からの目覚めではない。『日誌』

の経験で詩人が憑依を受けた夢魔は，彼「の上に飛び乗り」(leaped onto), 彼に「とて
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もしっかり抱きつく］（hold …quite fast)。 それは動物的存在である。 ‘l wake and feel'

で語り手が触れるのも「毛皮」(fell) である。この夢魔はアビラのテレジアが地獄の幻

で述べた「檻の中の熊」のような獣性を帯びている。

‘l wake and feel' の冒頭では，語り手「私」は闇の「膚」(fell) を感じる。ホプキン

ズは，ユングフラウにある氷河の形状を表現するために，この語を用い「白虎の皮か「な

にか他の動物の厚さのある毛皮」(the deep fell of some other animal) ］と表現した19．

feH には「毛皮」 という意味がある。 アビラのテレジアは地獄の魂を「檻の中の熊」（ａ

caged bear) と表現した气 ソヽネットl wake and feel' の語り手は，ソネット(Carrion

Comfort)' と同じく怪物「闇」の感触をfellという言葉で表現した，と考えられる。

このソネット後半の６行連句では，語り手は自分を「胆汁」，「胸やけ」という〈嘔吐〉

の隠喩で点描する21．また語り手が「私は胆汁だ」と語るとき，「胆汁」(gall) とは，人

間のものではなく，動物のものである。語り手「私」は，人間ではなく獣である。それは

てCarrion Comfort)' の怪物を連想させる。

ソネット てCarrion Comfort)' で，語り手は，語り手自身を苦しめる怪物に襲われる。

この怪物は，さらに語り手の上に乗り，貪婪な眼差しを見せる。

But ah, but Ｏ thou terrible, why wouldst thou rude on me

Thy wring-world right foot r ｏｃｋ?　lay ａ lionlimb against ｍｅ?

scan

With darksome devouring eyes my bruised bones?

だが　ああ， だがなんと怖ろしい者よ，なぜおまえは

世を苦しめるおまえの右の足を

わたしのうえで荒々しく揺すろうとしたのだ？

暗い貪婪な眼で傷ついたわたしの骨を眺めまわそうとしたのだ？

行為者の怪物と被行為者の「私」は，詩の冒頭では主客転倒して描かれる已

Not, I'll not, carrion comfort, Despair, not feast on thee;

Not untwist ―slack they may be ―these last strands of man

In me

いやだ，私はいやだ，腐肉の慰めよ，絶望よ，おまえをたのしんだりはしない。

どんなにゆるんでいようとも，

わたしのうちのこの人間の最後の撚糸をほどいたりはしない。
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「私」 は，「腐肉」(carrion) を「見て楽しむ」(feast ｏｎ）ことを欲する。またこの怪物

は，腐肉をむさぼり食い，その肉の「撚糸」(strands) を「ほどく」(untwist) ことを

願う已 怪物「私」が食おうと欲する腐肉の繊維－「撚糸」(strands) は，実は死体であ

る「私」（ｍｅ）のものである。怪物「私」は，「私」（ｍｅ）という死体を「見て楽しむ」

(feast ｏｎ）。そしてその肉の筋「の撚りをほどく」(untwist) 。語り手「私」は何者かを

襲う怪物である。意志による拒否にもかかわらず，である。

‘l wake and feel' では，「私は私の味がした」とまるで自分を賞味したかのような表現

をする。この場合，客体化された「私」の肉を食し，それに舌鼓をうつ無色透明の主体が

存在するはずだ。続く「骨」，「肉」，「血」の点描の背後に，語り手自身の苦味を感じ取る

行為の主体が存在が浮かび上がる。

‘l wake and feel' の語り手は，「私は胆汁だ」と述べ，自身を「苦味」(bitter) と関連

づける。「胆汁」(gall) という語ぱthe gall of bitterness ” という成句を読者に連想さ

せ，〈（神への）激しい恨み〉をさらに連想させる。また同じ語り手は「私は胸やけだ」と

も述べるが，「胸やけ」(heartburn) には，冂艮み］という意味がある。語り手は， 自分

が何者かの「恨み」であることを示唆する。

この「恨み」と相関する別の存在は，

Bones built in me, flesh filled, blood brimmed the curse.

という一行の中に示 される。通常の語順では, brimmed の後にwith が欠落している。

しかし，この一文を「のろい」(the curse) を主語とする倒置文と読めば, with の欠落

の理由が，実は語順が入れ替えられたことによることがわかる。「睨いが　わたしの内に

骨を組み立て，肉を満たし，血をあふれさせたのだ。」という意味が実は潜んでいる。

この文脈では，語り手は創造主「呪い」が心にいだく　冂艮み］である。語り手は，存在者

「呪い」によって創造され，それと相関的な生を送る。この「呪い」とは，語り手の「自

己」に等しい24．

『霊的著作』では「地獄の大きな悪とは神の喪失である乱25と述べた。 ‘l wake and

feel'の語り手は謳う。

And my lament

Is cries countless, cries like dead letters sent

to dearest him that lives alas! away.

そしてわたしが歌う嘆きの歌
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とは無数の叫び，

もっともいとおしく　ああ！　離れてくらす　あの方に向けて

送られたが届かぬ手紙に似た叫びだ。

７

神は, 'I wake and feel' では，不在である。このソネットでは，神の代わりに く神にとっ

て代わるもの〉として「自己」が怪物として描かれる气

このソネットの最後４行では，地獄の魂の「自己」は，さらに〈酵母〉にも喩えられ

る。

Selfyeast of self a dull dough soursコsee

The lost are like this, and their scourge to be

As ｌ am mine, their sweating selves; but worse.

霊に加えられた自己酵母は不活発な練り粉を酸敗させる。 わたしにはわかる

地獄に堕ちた魂はこれに似ていると，そして彼らの鞭は

わたしがわたしの鞭であるように，彼らの汗する自我であるはずだとー

だがもっとひどい。

堕獄 の魂 は，語り手によれば，本来，自らの悪意 や邪悪 のせい で「発酵す る」(sweating)

自己を持ち， それが彼らの鞭とな るはず である几 それは， アビ ラのテレ ジアが言う 「そ

れ自身を引 き裂いてい るのは魂 それ自身であ る。」（it is the ｓｏｕ囗tself that is tearing it-

self to pieces.) という状 態である。 し かし， 詩 の最後 ４行では， 使徒 パウロが警戒 した

悪意 と邪悪 の練 り粉 が膨張す るさまは，描か れてい ない。 また，練 り粉 は，無酵母 の状 態

でも描 かれていない。練 り粉に酵母菌 が入 って も，通常起 こるはず の発酵 はこ こで は起こ

らない。 逆にsours という動 詞が示す ように， 酸化 と分解と が起こ る。 地獄 の魂に潜 む

酵母 「自己」 は，彼 ら自身 の肉体 とい う「不活発な練 り粉」をむ しばむ。 ここで は末尾 の

「もっと悪 い」（ｗｏrｓｅ）という言葉によ り，未来 の もっと悪 い状 態， すな わち「生命 が消

え去 ったあ とのかす，死体, 」が最後 に示 される气 そ れは, 1888 年の‘That Nature is ａ

Heraclitean Fire' で

Flesh fade, and mortal trash

Fall to the residuary ｗｏrｍ; world' wild fire leave but ａｓh:

肉体は衰え，死ぬべき運命の屑が
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残る蛆虫に向かって倒れ，世界の鬼火が灰だけを残そうともー

と描かれた「灰」（ａｓh）に匹敵する。地獄の魂が自分自身により自分を分解しつくす状

態である。語り手は，「もっと悪い」（ｗｏrsｅ）という言葉で現在生きている「私」の状態

と堕獄の魂の永遠の死の現実とを比較する。この「灰」という生命のかすは，てCarrion

Comfort)' では，語り手の目の前に「うずたかく積もるもの」（ｍｅ heaped there) であ

り，それは語り手自身のようでもあった。自分が自分自身を分解しつくし，無に帰する地

獄の魂の最後の姿が示唆される。

概して， アビラの聖テレジアの地獄の幻がイグナチオの『霊操』の形で黙想されたホプ

キンズの「地獄の黙想」と彼の晩年のソネット群とは，深い内容的な関わりかおる。この

「地獄の黙想」での堕獄の魂に関する見方は，そのまま晩年のソネット群の自己認識につ

ながっている。テレジアの「魂自身をばらばらに引き裂くのは，魂自身である」という見

方は，ホプキンズの「地獄の黙想」に見られる「われわれは我々自身の苦しめ手なのであ

る」 という見方に通じる。 この自己認識は晩年のソネット(Carrion Comfort)' や‘l

wake and feel' に貫かれており，前者の夢魔や後者の「呪い」(the curse) は，語り手

を襲う怪物として描かれている。 それらは，「地獄の黙想」の中の堕獄の魂を苦しめる彼

らの〈自己〉である。自己とは，矛盾存在である。 自己がこのように捉えられると，それ

は無限循環的なものとして意識される。 それぱMy own heart ” に否定的だが明確に描

かれることになる。

初期のホプキンズの詩では， 自己と超越者とが主観・客観の二項対立で求められるが，

この見方は晩年変化し， 自己は～は自己との関わりで捉えられるようになる。この変化の

過程で，彼の霊操「地獄の黙想」と晩年のソネット群でのイメージ展開とが不可欠だった

ようだ。地獄についての霊操が，晩年の優れたソネット群を産み出す基礎となった，とも

言える。
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（経済 学部 教授 ・英文学）
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